
 第240号 

令和2年2月 

ナガラニュース 
インフォメーション     

           
                                           大阪支店 
                         大阪市西区立売堀2-3-8 
                     ＴＥＬ（０６）６５４１－１３３１／ＦＡＸ（０６）６５４１－１７７８ 

                 ＵＲＬ：http://www.nagara.co.jp 

        京滋支店・北九州支店・博多営業所・姫路事務所 

壁面エアーレーション+振動 の“Ｗ効果”で粉粒体を流動化 特 長 
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オープンクリーンシステム 

作業中の清浄度(アクチュアルクリーン) 
 どれだけ注意しても人や物が動けば、必ず発塵します。そのためクリーン環

境の清浄度管理は、部屋全体の清浄度だけではなく、作業している箇所の清浄

度が重要視されています、この作業度を「アクチュアルクリーン」と呼んでい

ます。 

 ＫＯＡＣＨの最大の特徴は、この「アクチュアルクリーン (作業中の清浄

度)」を高く、簡単に維持できることです。 

 ＫＯＡＣＨは独自の気流によって発生した粉塵を滞留させることなく素早く

排出することができます。そのため、従来のクリーンルームのような厳しい管

理をしなくても、清浄度を維持することができます。さらに、気流を生かして

クリーン環境をエリア分けすることによって発塵作業と清浄作業の両立も可能

です。 

 「必要な場所に、必要な清浄度を維持すること」。これはクリーン環境を使

用する上で非常に重要な、しかし実は大変難しい条件ですが、ＫＯＡＣＨであ

れば、この条件を充分に満たすことができます。 

( ) 
一定の速度と方向に吹き出す気流

(一様流) を対抗させると、中央で衝

突して外向きの気流に変わる。個の

気流の力で外部からの粉塵の流入を

防ぐことができる。 

★独自の気流によるエリア分け 

 ＫＯＡＣＨは空間内で発塵がある場合でも、正しくレイアウトを行えば、清

浄度を必要とする箇所を汚染されずに作業できます。ＫＯＡＣＨのクリーンエ

リア内部で発生した粉塵は、独自の気流により拡散することなくそのまま搬送

されます。そのためサイドフローの気流による上流下流および左右のエリア分

けができるので、レイアウト次第で発塵エリアを限定し、清浄作業との両立が

可能です。この特長を適切に活用すれば、高い清浄度を保ちながら作業を行う

ことができます。 

★ＦＥＲＥＮＡで実現するＩＳＯクラス１の清浄度 

 ＫＯＡＣＨは高性能フィルタＦＥＲＥＮＡを搭載することで、これまでのク

リーンデバイスとは一線を画する世界最高レベルＩＳＯクラス１の清浄空間を

実現することができるようになりました。バックグラウンドがＩＳＯクラスの

空間であれば、わずかな発塵でもその原因を特定し、対策を講じることができ

るので、アクチュアルクリーンをより高めることができます。 

新型コロナウイルスの宿主は「フルーツコウモリ」か？ 
 日本でも中国人観光客の感染者が発見され、大流行するのではと騒がれている新型コロナウイルスであるが、 

米ＮＰＲ(アメリカの非営利・公共のラジオネットワーク)は、新型コロナウイルスの宿主について言及している。 

「新型コロナウイルスの宿主はコウモリと人間の間に未知の媒介物が存在するかもしれない。新型コロナウイルスとＳＡＲＳウイルス

はどちらも、フルーツコウモリに見つかるウイルス、ＨＫＵ９－１が突然変異したものだ」 

という「サウス・チャイナ・モーニング・ポスト」に掲載された中国人研究者のコメントを紹介しているのだ。 

 ちなみにＣＮＮは、コウモリと人間の間の媒介物としてヘビの可能性があるという研究を紹介、「コウモリからヘビに感染した新型コ

ロナウイルスが人へと広がり、今回の流行を引き起こした可能性が高くなった」と報じている。 


